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研究成果の概要（和文）： 
広汎性発達障害(Pervasive Developmental Disorder; PDD)児には感覚過敏が見られるこ
とが多い。とりわけ聴覚過敏は高頻度に見られ、それによって情動や行動の問題が生じや
すい。そのため、それへの対応が急務であった。 
本研究の目的は、PDD 児の聴覚過敏に対するノイズキャンセリング（NC)ヘッドフォンの
行動の問題への使用効果について検証することであった。NC ヘッドフォンは電気的に外
来ノイズを打ち消す装置がついたヘッドフォンである。 
対象は研究への参加に同意が得られた 4 歳～16 歳の PDD 児 17 名（男児 13 名、女児 4
名）であった。 
まず、各対象の聴覚刺激に伴う問題行動に基づきゴール達成スケーリング (Goal 
Attainment Scaling; GAS)スコアを設定した。そして、NC ヘッドフォンを使用しないコ
ントロール期間と NC ヘッドフォン使用期間をそれぞれ 2 週間ずつ設けた。NC ヘッドフ
ォン使用期間は対象児が日常場面でいつでも NC ヘッドフォンを装着することを許容した。
それぞれの期間中に保護者に GAS スコアをつけてもらった。そして、両期間で GAS スコ
アについて比較した。 
その結果、聴覚刺激によって不快反応を起こすことが多かった PDD 児は、NC ヘッドフ
ォン使用によって GAS スコアが改善した(z=-2.533, p=0.011)。 
よって、NC ヘッドフォンの使用は聴覚過敏のある PDD 児の刺激に伴う行動の改善に役
立つことが明らかになった。聴覚過敏のある PDD 児のある PDD 児に対するノイズキャン
セリングヘッドフォンの効果を示した研究はこれまでになかったが、本研究でその効果が
実証されたため、これを多くの聴覚過敏がある PDD 児に適用できると考える。 
        
研究成果の概要（英文）： 
Hypersensitivities are common problem in children with Pervasive Developmental 
Disorder (PDD). Particularly, auditory hypersensitivity is most common in them, and 
it often cause emotional or behavioral problem. Therefore, management methods for 
auditory hypersensitivity of children with PDD were required. 
The aim of this study was to examine the effectiveness of noise canceling (NC) 
headphone for children with PDD who has auditory hypersensitivity.  
The subjects were 17 children with PDD (male: female=13: 4) aged 4 to 16.  
At first, we set Goal Attainment Scaling (GAS) scores for each subjects. The numbers 
of problem behavior caused by auditory stimuli were counted by their parents during 
two weeks control period and 2 weeks trial period. 
Results showed that GAS scores of PDD were significantly higher in trial period than 
control period. (z=-2.533, p=0.011). Therefore, The NC headphone would effective to 
improve problem behavior caused by auditory stimuli in children with PDD. 
We might be able to introduce NC headphone for children with PDD who have auditory 
hypersensitivity. 
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研究分野：総合領域 
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１．研究開始当初の背景 
自閉症、アスペルガー症候群などの広汎性

発 達 障 害 (Pervasive Developmental 
Disorders; PDD)は、脳の機能障害に基づく
発達障害であり、その発生率は約１％とされ
ており、近年発達障害領域の作業療法の対象
の中心となっている。PDD 児は、社会性の
障害、興味・思考の偏りなどの症状の他に感
覚刺激への異常反応の問題を有することが
ある。これまでの研究において、PDD 児に
おいて聴覚刺激に対する反応の異常が高頻
度に見られることが報告されている。
Bromley et al(2001)は、聴覚刺激への異常反
応は自閉症児の 71%に観察されたことを報
告している。また、Kientz & Dunn(1996)は、
雑音の中で混乱を起こす自閉症児が 68.8%い
たことを報告している。PDD 児の中には、
聴覚刺激に対する過敏反応のために、不快な
音を恐れて外出ができなくなったり、不快な
声を出す人に暴力を振るったりするなどの
問題を起こす子どもがいる。このような問題
は PDD 児の社会適応を阻害する要因になっ
ており、深刻な問題となっていたが、その治
療法は確立されていなかった。PDD 児の感
覚過敏に対して作業療法の一手段である感
覚統合療法を適用することがあるが、聴覚過
敏は同方法では改善しない例が多かった。そ
のため、聴覚過敏のある PDD 児の多くは耳
を手で塞ぐことや不快な音が発生する場所
に行かないように保護者が子どもの行動を
制限することなどで対応している現状があ
った。つまり、聴覚過敏を改善する効果的な
治療法や生活支援手段が開発されていなか
った。 
そこで不快音刺激から遠ざけたり、防衛す

る手段を適用したりすることが重要となる。
周囲の雑音を機械的に消去する機能が付い
たノイズキャンセリングヘッドフォンは、
PDD 児が不快に感じる聴覚刺激を消去する
ことができる可能性があるため、その使用は

彼らの聴覚過敏に対する防衛手段となる可
能性がある。しかしながら、これまでノイズ
キャンセリングヘッドフォンを PDD 児に用
いた研究はない。 
なお、感覚刺激に対する異常反応は、自律

神経反応である皮膚電気反応にも見られる
ことが脆弱X症候群を対照とした研究で明ら
かになっている（Miller，1999）。そのため、
聴覚過敏のある PDD 児に対するノイズキャ
ンセリングヘッドフォンの使用効果は自律
神経反応にも、見られる可能性がある。ノイ
ズキャンセリングヘッドフォンが PDD 児の
聴覚過敏に対して有効であれば、その長期的
使用によって、自律神経系の反応にも変化が
起こると考えられる。ノイズキャンセリング
ヘッドフォンを使用した場合の PDD 児の
SSR の長期的な変化をとらえることは、同機
器の使用が PDD 児に安定をもたらす支援手
段であることを生理学的に証明することに
なると考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、ノイズキャンセリングヘ

ッドフォンを聴覚過敏のある PDD 児に使用
させ、それによって彼らの聴覚過敏に伴う問
題行動が軽減するかどうかを明らかにする
こと及び、ノイズキャンセリングヘッドフォ
ンの使用が PDD 児の生理的機能に及ぼす効
果を検証することであった。 
 
３．研究の方法 
音刺激に対する自律神経反応を捉える研究 
 まず、健常成人を対象に聴覚過敏と自律神
経系の反応の関係をとらえた。19～25歳の健
常成人に感覚刺激への行動反応をとらえる
Sensory Profileに回答してもらい、聴覚刺
激への反応性をとらえた。そして、聴覚刺激
への過敏反応の度合によって被験者を過敏
群とコントロール群に分けた。そして被験者
に 500Hzと 6000Hzの周波数の音を 20dB、50dB、



80dBの音圧の音を 5回ずつ連続で聞かせ、そ
の際の手掌発汗量の変化をとらえた。 
 
聴覚過敏のある PDD児に対するノイズキャン
セリングヘッドフォンの効果 
対象は研究への参加に同意が得られた 4歳

～16歳の PDD児 17 名（男児 13 名、女児 4名）
であった。 
まず、各対象の聴覚刺激に伴う問題行動に基
づきゴール達成スケーリング(Goal 
Attainment Scaling; GAS)スコアを設定した。
そして、NCヘッドフォンを使用しないコント
ロール期間と NCヘッドフォン使用期間をそ
れぞれ 2 週間ずつ設けた。NC ヘッドフォン使
用期間は対象児が日常場面でいつでも NCヘ
ッドフォンを装着することを許容した。それ
ぞれの期間中に保護者に GASスコアをつけて
もらった。そして、両期間で GASスコアにつ
いて比較した。               
 
４．研究成果 
 音刺激に対する自律神経反応を捉える研
究 
繰り返しのある二元配置分散分析の結果、
6000Hz-80dB の音でグループと刺激回数の交
互作用が認められた。また過敏群のみ
500Hz-80dB 、 500Hz-80dB 、 6000Hz-50dB 、 
6000Hz-80dB において刺激回数による単純主
効果が認められた。よって過敏群は音刺激に
対する慣れ現象が起こりにくいことが交感
神経の反応から示唆された。 
 
聴覚過敏のある PDD児に対するノイズキャン
セリングヘッドフォンの効果 
その結果、聴覚刺激によって不快反応を起こ
すことが多かった PDD 児は、NCヘッドフォン
使 用 に よ っ て GAS ス コ ア が 改 善 し た
(z=-2.533, p=0.011)。 
よって、NCヘッドフォンの使用は聴覚過敏の
ある PDD児の刺激に伴う行動の改善に役立つ
ことが明らかになった。聴覚過敏のある PDD
児のある PDD児に対するノイズキャンセリン
グヘッドフォンの効果を示した研究はこれ
までになかったが、本研究でその効果が実証
されたため、これを多くの聴覚過敏がある
PDD児に適用できると考える。    
 
今後、聴覚過敏がある PDD児の音刺激入力時
の自律神経反応についてもとらえ、それがノ
イズキャンセリングヘッドフォン使用によ
ってどのように変わるかについても検証す
る必要がある。 
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